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平成19年度学校安全推進協議会のまとめ
栃木県では、学校と地域の連携により子どもたちの安全を確保することを主な目的として、平成17年
度から5年計画で「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」を展開しています。スクールガード・リ
ーダーを各中学校区に配備したり、スクールガード（学校安全ボランティア）の組織作りを支援すると
ともに、スクールガード講習会の開催、防犯ブザーやさすまた等防犯グッズの支給をしています。また、
各地で学校安全推進協議会を開催し、成果や課題の解決策等について協議しました。

■■馨撃聖」■仁
○保護者、自治会、老人会等、学校と地域との連携が強まった。
○スクールガードの活動が、犯罪の抑止効果になっている。（不審者情報の減少）
○スクールガード・リーダーとスクールガードとの情報共有が深まった。
O「路側帯の造成」、「通学路の木の伐採」など行政との連携を図ることができた。
○地域に青色回転灯の活動車を配置でき、地域ぐるみの防犯意識が高まった。
○児童と地域の人とのコミュニケーションがとれるようなった。
○メールにより不審者情報などを学校からも発信できるようになった。

○危機管理意識を低下させないための工夫
○活動を継続するための工夫
○遠い家、一人になってしまう子への対応
○地域の危機意識、取組状況の温度差
○保護者の活動に対する意識の差
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今後に向けて

☆活動を推進していく定めの組織、他制のあり方は・・・☆

子どもを取り巻く課題

／　　　　　　　1　　　　　　　＼

地域の人々 学　校

共有する

－2－



i o スクーJLガートの活動方法 1

㊦⊃こんなことをお願いします！

聾下椴の暗闇帯に自学の前で貝守ること。

仕事の台閣に貝守る己と。

散歩や買い物の時に声をかけること。

交差点で横断等を手伝うこと。

児童の登下校に付き芝うこと。

学校の求めに応じ蔽舎内外を巡回すること。

く斎⊃こんなことに気をつけてください！

・凱 ＼さつや轟蕪おけをしてください ！
・「おや？・」と思つ安正と駄 ■メモをしてとだ乱 ＼－。

圭嘩僚箇帝や不寧濫人や垂を玲即す定と告駄 ・・警酪

に通報しそください、‾！

・近南軍方で＿、構報を交換して＿くだ乱 l・巨

く奮つ活動についてご不哺なことは学校まで！

学校のPTAや自治会など、すでに組織だあると

ころもあります！

腕章や帽子、「ハトロー化中」のステッカーなどの

目印となるものだ開意されている場合等あります。

不胴志点は学蔽（教頭）に尋ねてください！
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スクー／しガード活動のしおり

＊学校の教育活動の中で、子ともたちの窃全をボランティアで貝守っていただいただいて

いる人たちのことを「スクー／しカート」と呼んでいます。

○スクーJLガードの活動日的

地域と学校の連帯感を強めること。

地域や学校か、一価となって犯罪の抑止力

を高めること。

子ともたちをめくる犯罪や事故を未然に

防＜こと。

○スクーJLガードの活動方針

・「できることを…」

・「できるときに…」

・「できる重囲で…」
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学校安全指導資料（H17・18年度版）の活用例
【学 校 安 全 年 尚 指 導 計 画 】
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※地域ぐるみの学校安全体制を整備するとともに、危険回避能力の育成を目指した、発達段階に応じた指導訓練をll
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【データから見る学校安全】
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対象（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校）

児 童 生 徒 対 象 防犯 訓 練 の 実 施 状 況 （％ ）
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※各年度の数値は前年度の実績
※安全マップの作成についての対象は、小学校・特別支援学校小学部

児童生徒が様々な危険を予測

し、それを回避できる力を身

に付けさせるため、具体的な

場面を想定した防犯教室・防

犯訓練を計画的に行いましょ

う。

学校安全の基盤は、教職員一

人一人の危機管理意識であり、

防犯に関する実践的な研修や

訓練を充実させていくことが

大切です。

安全マップは、児童生徒が自

ら実感をもって危険箇所を認

識することが期待できること

から、学校教育活動の様々な

機会を活用して作成しましょ

う。

安全・安心な学校づくりには、

学校、家庭、地域、関係機関・

団体が連携した地域ぐるみで

の取組が不可欠であり、学校

が主体的に働きかけていく必

要がある。


